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ロ
ナ
禍
で
の
岩
瀬
文
化
祭 

岩
瀬
自
治
会
と
の
関
わ
り 

聖
徳
大
学
と
岩
瀬
自
治
会
と
の
関
わ

り
は
、
つ
い
最
近
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
。

二
〇
一
四
年
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
踊

り
を
学
内
の
サ
ー
ク
ル
が
岩
瀬
ま
つ
り

で
披
露
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
続
い
て
総
合
文
化
学
科
の
地
域
貢

献
活
動
が
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
関
わ
る
こ

と
と
な
っ
た
。 

二
〇
一
九
年
度
は
、
三
月
末
の
「
岩
瀬

さ
く
ら
祭
り
」
か
ら
始
ま
り
、
八
月
の

「
ラ
ス
ト
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
」
、
九
月
の

「
岩
瀬
ま
つ
り
」、
十
一
月
の
「
岩
瀬
文

化
祭
」
へ
と
続
い
た
。
昨
年
度
の
九
月
に

行
わ
れ
た
岩
瀬
ま
つ
り
で
は
、
お
手
伝

い
と
し
て
主
に
か
き
氷
や
飲
み
物
の
提

供
、
ま
た
、
手
作
り
の
枝
豆
ク
ッ
キ
ー
の

販
売
も
行
っ
て
い
る
。 

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
と
な
っ
た
が
、
岩
瀬
文
化
祭
は
感
染
症
対
策

の
上
、
開
催
と
な
っ
た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染
対
策
と
し
て
は
、
自
治
会
の
方
の
ご
指
示
に
よ
り
、
す
べ
て
の
来
場
者
の
検

温
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
、
記
帳
へ
の
誘
導
、
換
気
の
継
続
な
ど
を
行
っ
た
。 

私
た
ち
は
、
十
一
月
十
五
日
の
会
場
設
営
と
十
八
日
の
展
示
品
搬
入
の
お
手
伝
い
、
開
催
期
間
中
の
十
九
～
二
十
二
日
に
来
場
者

対
応
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
厳
し
い
情
勢
の
中
、
開
催
を
決
断
さ
れ
た
自
治
会
に
感
謝
し
た
い
。 

設
営
当
日
及
び
開
催
期
間
中
、
会
館
に
隣
接
す
る
住
吉
公
園
の
清
掃
も
し
た
。
期
間
中
の
主
な
仕
事
は
、
南
房
総
絵
本
グ
ル
ー
プ

が
昨
年
制
作
し
た
絵
本
の
説
明
を
す
る
と
と
も
に
、
気
に
入
っ
た
絵
本
は
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
き
、
絵
本
を
題
材
と
し
て
作
成
し
た

ス
テ
ッ
カ
ー
も
配
布
し
た
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
も
あ
り
、
五
日
間
で
の
べ
百
三
十
三
人
、
一
日
平
均
二
十
六
人
と
来
場
者
は
少
な
か

っ
た
が
、
二
十
一
日
に
は
子
供
会
が
ト
ム
テ
を
作
る
会
を
催
し
た
た
め
、
来
場
者
が
一
気
に
増
え
た
。 

展
示
さ
れ
て
い
る
絵
本
に
関
連

し
た
ス
テ
ッ
カ
ー
を
作
成
し
、
岩

瀬
文
化
祭
来
場
者
に
は
、
気
に
入

っ
た
も
の
を
自
由
に
持
ち
帰
っ
て

い
た
だ
い
た
。 

絵
本
の
題
材
を
ス
テ
ッ
カ
ー
台

紙
に
印
刷
し
、
上
か
ら
フ
ィ
ル
ム

を
貼
る
工
程
が
難
し
く
、
何
度
か

失
敗
し
た
。 

 

ス
テ
ッ
カ
ー
作
成 

二
十
一
日
に
催
さ
れ
た
「
ト
ム
テ

を
作
る
会
」
に
学
生
た
ち
も
参
加

し
、
ト
ム
テ
作
り
を
行
っ
た
。
こ
の

会
を
き
っ
か
け
に
、
文
化
祭
来
場
者

が
子
供
を
中
心
に
増
加
し
た
。 

ト
ム
テ
と
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

伝
説
に
登
場
す
る
家
の
守
り
神
で

あ
り
、
切
り
取
っ
た
欅
（
け
や
き
）

の
木
に
帽
子
や
目
鼻
を
張
り
付
け
、

ヒ
ゲ
を
は
や
し
た
も
の
で
あ
る
。 

こ
の
作
品
作
り
に
は
、
自
治
会
館

に
住
む
ロ
シ
ア
人
の
マ
リ
ア
さ
ん

も
手
伝
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。 

 

ト

ム

テ

作

り 
 

岩瀬文化祭準備の様子 

11月 6日（金）岩瀬自治会神田正昭会長の講演 

自治会活動に関する説明を受ける。 

昨年 8月末に行われたラストサマーフェス 

岩瀬自治会の屋台販売をお手伝い 

会場の様子 

ト
ム
テ
作
り
に
挑
戦 

マ
リ
ア
さ
ん
の
ト
ム
テ
と
絵
な
ど
の
作
品 

マ
リ
ア
さ
ん
は
、
野
生
の
蚕
も
飼
っ
て
い
る
。 

餌
の
桑
の
葉
は
近
所
の
方
が
提
供
し
て
く
れ
る

そ
う
だ
。 参

加
し
た
学
生
の
作
品 

岩瀬住吉公園の清掃活動 
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シ
ー
ル
・
栞
の
作
成 

絵
本
展
示 

今
後
の
予
定 

編
集
後
記 

二
月
二
十
四
日
～
三
月
七
日
に
岩
瀬
自
治
会
館
で
行
わ
れ
る
「
ひ
な
人
形
の
展
示
」、
三
月
末
に
岩
瀬
住
吉

公
園
で
開
催
さ
れ
る
「
岩
瀬
さ
く
ら
祭
り
」
に
向
け
て
、
ま
た
次
年
度
以
降
の
イ
ベ
ン
ト
参
加
を
見
越
し
て
、

来
場
者
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
す
る
シ
ー
ル
や
栞
を
制
作
し
て
い
る
。 

シ
ー
ル
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
ひ
な
祭
り
・
さ
く
ら
・
ト
ム
テ
な
ど
、
ま
た
子
ど
も
会
用
に
入
学
・
進
級
祝
い
を

モ
チ
ー
フ
と
し
た
。 

開
催
期
間
中
、
南
房
総
市
の
昔
話
を
対
象
と
し
て
お
気
に
入
り
の
絵
本
に
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
い
た
だ
く
ア
ン

ケ
ー
ト
を
用
意
し
た
。
だ
が
、
来
場
者
が
高
齢
者
に
偏
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
あ
ま
り
効
果
が
な
い
と
判
断
し
、

途
中
か
ら
自
由
に
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
く
方
法
に
切
り
替
え
た
。「
お
や
さ
い
お
い
し
い
」「
二
十
世
紀
梨
の
誕

生
」「
や
ぎ
り
く
ん
と
あ
じ
さ
い
く
ん
」
の
三
点
は
、
松
戸
市
の
名
産
品
・
野
菜
を
題
材
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た

た
め
、
身
近
に
感
じ
ら
れ
た
よ
う
で
、
他
よ
り
も
多
く
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
い
た
。 

自
治
会
の
方
か
ら
は
、
市
販
の
物
よ
り
手
作
り
の
味
が
あ
っ
て
孫
が
喜
ぶ
と
い
う
ご
感
想
も
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
、
お
お
む
ね
好
評
で
あ
っ
た
。 

今
年
度
参
加
を
予
定
し
て
い
る
活
動 

・
二
月
十
三
日 

岩
瀨
住
吉
公
園
の
清
掃
活
動 

・
二
月
二
十
四
日
～
三
月
七
日 

岩
瀬
自
治
会
館
の
ひ
な
人
形
の

展
示 

・
三
月
末 

岩
瀨
さ
く
ら
祭
り 

し
か
し
、
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
、
自
治
会
館
も
現
在
使

用
中
止
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
周
辺
自
治
会
は
春
の
イ
ベ
ン
ト

中
止
を
決
め
て
い
る
そ
う
で
あ
り
、
岩
瀬
さ
く
ら
祭
り
開
催
の
見

込
み
は
立
っ
て
い
な
い
。 

岩
瀬
自
治
会
は
、
他
の
地
域
と
比
べ
て
も
、
地
域
の

活
動
に
力
を
入
れ
て
い
る
自
治
会
だ
と
思
っ
た
。
多
く

の
イ
ベ
ン
ト
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
や
、
コ
ロ
ナ
禍
で

の
「
岩
瀬
文
化
祭
」
開
催
を
決
断
さ
れ
た
こ
と
に
強
い

思
い
を
感
じ
た
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
に
携
わ
り
、
私
は

現
場
に
出
向
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
今
後
参

加
し
た
い
と
思
っ
た
。
今
後
、
後
輩
に
も
、
長
く
活
動

を
引
き
継
い
で
い
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
る
。（
石
毛
） 

 

コ
ロ
ナ
が
流
行
り
、
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
に
な
っ
て
し

ま
う
事
が
多
く
て
残
念
で
あ
る
。 

し
か
し
、
こ
の
事
か
ら
「
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て

貢
献
出
来
る
の
か
」
が
学
べ
た
の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て

は
良
か
っ
た
と
思
う
。 

 
 
 
 
 
 

 

（
熊
谷
） 

 

 

 

次
の
よ
う
な
意
見
が
出
た
。 

 

・
看
板
が
分
か
り
に
く
い
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の
で

も
う
少
し
分
か
り
や
す
い
場
所
に
置
い
た
方
が

目
に
留
ま
り
や
す
い
の
で
は
な
い
か
。 

・
外
に
展
示
を
し
て
も
良
い
と
思
う
。 

・
も
っ
と
自
分
た
ち
の
作
品
を
出
し
て
、
自
分
た
ち

も
、
よ
り
松
戸
に
貢
献
し
て
い
る
と
い
う
意
思
を

伝
え
れ
ば
よ
か
っ
た
と
思
っ
た
。 

・
展
示
会
に
は
書
道
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
も
飾
っ
て

あ
っ
た
の
で
、
ス
テ
ッ
カ
ー
に
と
ど
ま
ら
ず
、
幅

広
い
年
代
に
気
に
入
っ
て
も
ら
え
る
物
を
用
意

し
た
ら
よ
い
。 

今
後
の
課
題 

 
 

昨年の岩瀬さくら祭りの様子 

また開催されますように 

南房総市の昔話絵本、松戸の名産品・

野菜の絵本を展示 

絵
本
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙 

昨
年
度
制
作
し
た
絵
本
は
９
点
。
南
房

総
市
の
図
書
館
を
始
め
、
幼
稚
園
・
保
育
所

等
で
子
供
た
ち
の
目
に
触
れ
て
い
る
。 

絵本は全 12 点、各 5 部ずつ用意。その他、大型絵本（紙芝居）2 点も

併せて展示した。上の表は来場者が持ち帰った数。 

ひ
な
人
形
展
示
に
配
布
す
る

シ
ー
ル
案 

イ
ベ
ン
ト
で
配
布
す
る
栞
や
シ
ー
ル
の
案 

自
分
た
ち
の
作
成
し
た
絵
本
に
つ
い
て

来
場
者
に
説
明
す
る
参
加
学
生
。 

 


